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(1) 

国
語
•
著
作
権
・
宗
教

近
年
、
社
会
的
・
経
済
的
諸
条
件
の
変
化
を
背
景
と
し
て
広
く
国
民

の
間
に
多
様
な
文
化
的
欲
求
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
化
の
す

う
勢
の
中
で
高
い
水
準
の
優
れ
た
芸
術
文
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

文
化
庁
に
お
い
て
は
、
国
民
が
等
し
く
か
か
る
芸
術
文
化
を
享
受
し

う
る
よ
う
、
①
優
れ
た
芸
術
文
化
活
動
の
奨
励
、
②
芸
術
鑑
賞
機
会
の

充
実
、
⑧
地
方
文
化
活
動
の
振
興
等
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
我
が
国
の
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化

遺
産
を
大
切
に
保
存
し
、
伝
承
し
、
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
広
く

そ
の
活
用
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
各
分
野
の
文
化

財
に
つ
い
て
継
続
し
て
調
査
研
究
を
進
め
、
指
定
・
選
定
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
の
管
理
、
修
理
、
防
災
等
の
保
存
措

置
の
万
全
を
期
し
て
い
る
。
ま
た
、
無
形
の
文
化
財
の
記
録
、
伝
承
の

芸
術
劇
場
七
四
公
演
、
移
動
芸
術
祭
一
六
七
公
演
の
巡
回
公
演
を
行
っ

た
。
こ
の
う
ち
、
こ
ど
も
芸
術
劇
場
及
び
青
少
年
芸
術
劇
場
に
お
い
て

は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
離
島
・
ヘ
き
地
公
演
一
五
公
演
を
引
き
続
き
実

施
し
た
。
昭
和
五
九
年
度
に
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
、
中
学
校
の
学
校
現

場
に
優
れ
た
舞
台
芸
術
を
派
遣
す
る
中
学
校
芸
術
鑑
賞
教
室
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
巡
回
美
術
展
は
、
国
立
美
術
館
所
蔵
内

外
美
術
名
品
展
及
び
現
代
美
術
選
抜
展
を
、
合
わ
せ
て
全
国
八
か
所
で

行
っ
た
。

地
方
に
お
け
る
文
化
活
動
を
振
興
す
る
施
策
と
し
て
、
昭
和
五
八
年

度
は
、
引
き
続
き
、
都
道
府
県
が
行
う
芸
術
祭
、
美
術
展
、
巡
回
公
演

等
や
県
高
校
芸
術
文
化
祭
等
の
芸
術
文
化
事
業
に
対
し
補
助
し
た
。
ま

た
、
昭
和
五
八
年
八
月
、
山
口
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
七
回
全
国

高
校
総
合
文
化
祭
に
対
し
補
助
を
行
っ
た
。
昭
和
五
九
年
度
は
、
岐
阜

県
で
第
八
回
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
公
立
文

化
会
館
の
職
員
等
に
対
す
る
研
修
や
、
地
方
で
開
催
さ
れ
る
音
楽
、
演

劇
、
美
術
の
講
習
会
等
に
対
す
る
指
導
者
の
派
遣
を
行
っ
た
。

国
語
関
係
で
は
、
昭
和
五
七
年
三
月
に
第
一
五
期
国
語
審
議
会

文
文
化
行
政
の
概
況

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿特集

化

，
 

(2) 
あ
る
。

「
中
国
引
揚
者
に
対
す
る
日

続
き
「
現
代
か
な
づ
か
い
」
に
つ
い
て
の
検
討
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で

昭
和
五
九
年
四
月
に
は
、
第
一
六
期
国
語
審
議
会
が
発
足
し
、
引
き

遣
い
委
員
会
か
ら
審
議
経
過
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

，
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た
め
、
施
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

優
れ
た
芸
術
文
化
活
動
を
奨
励
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、
昭
和
五

八
年
度
は
、
次
の
各
事
業
を
行
っ
た
。
芸
術
祭
は
、
一

0
月
一
日

l
-

一
月
一
五
日
の
間
、
主
催
公
演
、
協
賛
公
演
、
参
加
公
演
（
作
品
）
を

実
施
し
、
参
加
公
演
（
作
品
）
の
う
ち
優
秀
な
も
の
に
芸
術
祭
大
賞
・

同
優
秀
賞
を
授
与
し
た
。
芸
術
家
の
育
成
の
た
め
、
在
外
研
修
に
は
一
―
―

四
人
、
国
内
研
修
に
は
三
二
人
を
派
遣
し
た
。
優
れ
た
成
果
を
挙
げ
た

芸
術
家
・
団
体
を
顕
彰
す
る
た
め
、
芸
術
選
奨
(

1

0

部
門
に
つ
き
、
文

け
テ
レ
ビ
用
優
秀
映
画
の
製
作
奨
励
金
の
交
付
（
そ
れ
ぞ
れ
、
一

0
本

及
び
五
本
）
な
ど
を
行
っ
た
。
民
間
芸
術
関
係
団
体
の
行
う
事
業
の
う

ち
我
が
国
芸
術
文
化
の
振
興
に
有
意
義
な
も
の
に
対
し
助
成
を
行
っ

こ。f
 ま

た
、
国
民
の
芸
術
鑑
賞
機
会
の
充
実
を
図
る
施
策
と
し
て
、
昭
和

五
八
年
度
は
、
全
国
各
地
で
、

が
発
足
し
、
昭
和
四
一
年
の
文
部
大
臣
諮
問
「
国
語
施
策
の
改
善
の
具

体
策
に
つ
い
て
」
の
事
項
中
、
な
お
残
さ
れ
て
い
る
「
現
代
か
な
づ
か

い
」
の
内
容
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
の
審
議
を
開
始
し
た
。
同
年
九
月

に
は
、
仮
名
遣
い
委
員
会
を
設
置
し
、
「
現
代
か
な
づ
か
い
」
を
め
ぐ

る
基
本
的
な
問
題
、
具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て
＾
様
々
な
面
か
ら
検
討

を
進
め
た
。
任
期
末
の
昭
和
五
九
年
二
月
の
第
五
回
総
会
に
は
、
仮
名

中
国
引
揚
者
に
対
す
る
日
本
語
教
育

中
国
引
揚
者
の
生
活
適
応
の
円
滑
化
に
役
立
て
る
た
め
、
昭
和
五
八

年
度
も
引
き
続
き
、
各
種
生
活
場
面
に
即
し
た
日
本
語
教
材
の
作
成
・

配
布
を
行
う
と
と
も
に
、

本
語
指
導
者
研
修
会
」
を
東
西
二
地
区
で
開
催
し
た
。

昭
和
五
九
年
度
は
、
従
来
の
事
業
の
ほ
か
、
新
た
に
日
本
語
教
師
用

指
導
書
を
作
成
す
る
。

ヽ
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問
題
な
ど
、

五
九
年
―
―
一
月
、

著
作
権
関
係
で
は
、

こ
ど
も
芸
術
劇
場
七
1

公
演
、
青
少
年

私
的
録
音
・
録
画
問
題
や
貸
し
レ
コ
ー
ド

現
行
著
作
権
法
制
定
以
後
に
お
け
る
新
し
い
著
作
物
の
利

奨
励
賞
の
授
与
、
優
秀
美
術
作
品
買
い
上
げ
、
優
秀
映
画
・
こ
ど
も
向

部
大
臣
賞
及
び
文
部
大
臣
新
人
賞
）

や
日
本
芸
術
院
賞
、
舞
台
芸
術
創
作

芸
術
文
化
の
振
興
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璽
篇
形
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
保
存
団
体
が
行
う
後
継
者
養
成
等

麓
設
と
し
て
開
場
し
た
。

オ
ペ
ラ
f
バ
レ
-
'
『
現
代
舞
踊
f
現
代
演
劇

戻
後
者
は
，
昭
和
五
九
年
―
―
一
月
二

0
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
国
立
劇
場
の

成
を
行
っ
た
。

い
る
た
め
、
幼
樹
保
護
、
保
護
柵
設
置
捕
獲
等
の
事
業
に
対
す
る
助

ま
た
、
天
然
記
念
物
（
カ
モ
シ
芝
ッ
ル
）
の
食
害
が
問
題
と
な
っ
て

応
す
る
た
め
発
掘
詞
査
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
た
。

五

文

化

施

設

の

整

備

財
の
保
存
。
活
用
の
事
業
の
充
実
に
努
め
る
。

外
流
出
を
避
け
る
等
の
た
め
、

国
に
お
い
て
買
い
上
げ
を
行
っ
た
。

史
跡
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
公
有
化
、
保
存
施
設
、
防
災
旋
設
の
設

置
荒
廃
し
た
遺
跡
の
復
旧
し
整
備
な
ど
の
事
業
に
対
す
る
助
成
を
行

っ
た
。
ま
竺
特
別
史
跡
平
城
宮
跡
及
び
飛
鳥
。
藤
原
地
域
の
史
跡
等

の
発
掘
調
査
及
び
整
備
を
実
施
し
た
。

埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
は
都
市
化
の
進
展
、
開
発
事
業
の
急
速
な

増
大
に
伴
い
、
そ
の
保
存
が
各
地
で
問
題
と
な
っ
て
お
り
f
こ
れ
に
対

の
事
業
に
対
す
る
助
成
、
保
持
者
に
対
す
る
特
別
助
成
金
の
交
付
な
ど

を
行
っ
た
。

民
俗
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
調
査
、
保
存
修
理
・
防
災

r

地
域
伝
承

活
動
等
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
た
。
ま
た
、
後
継
者
が
な
く
衰
亡
が
憂

慮
さ
れ
る
民
俗
文
化
財
の
記
録
保
存
に
努
め
た
。

ま
た
、
文
化
財
の
保
存
に
不
可
欠
な
文
化
財
保
存
技
術
に
つ
い
て
℃
そ

の
伝
承
に
必
要
な
後
継
者
養
成
等
の
事
業
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
た
。

①
国
立
文
化
施
設
の
整
備

文
化
の
振
興
に
は
各
種
の
文
化
旋
設
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
国
立
の
文
化
施
設
と
し
て
は
匡
立
博
物
館
三
館
、
国
立
美
術
鱈
四

誼
国
立
劇
場
が
あ
り

r

昭
和
五
七
年
度
の
そ
れ
ら
の
入
場
者
総
数
は

約
三
六
ニ
カ
人
と
な
っ
て
し
る
。

文
化
庁
に
お
い
て
は
、
国
立
文
化
旋
設
の
一
層
の
整
備
充
実
を
図
る

た
咬
昭
和
五
九
年
度
に
お
い
て
は
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
の
建
て

替
え
工
事
を
進
め
る
と
と
怠
に
f
東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ

ン
タ
ー
相
模
原
分
餡
（
仮
称
）
の
新
営
工
事
に
箔
手
す
る
。

ま
竺
新
し
い
国
立
文
化
施
設
と
し
て
国
立
能
楽
堂
及
び
国
立
文
楽

劇
場
の
建
設
を
進
め
て
き
た
が
、
前
者
は
、
昭
和
五
八
年
九
月
一
五
日

等
の
舞
台
芸
術
の
殿
堂
と
な
る
第
二
国
立
劇
楊
（
仮
称
）
に
つ
い
て
は
、

昭
和
四
六
年
度
に
調
査
費
を
計
上
し
て
以
来
設
立
準
備
を
推
進
し
て
き

昭
和
五
九
年
度
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
八
年
度
に
引
き
続
き
、
文
化

胄
i
gn
f
;
§

9
,
1
l
i
が
ー
！
川
＂
，
．
，
＇
J

9
:
'

t
:

侭ま

ヵヽ

宗
務
時
報
及
び
宗
教
年
鑑
を
発
行
し
た
。

に
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
等
（
美
術
工
芸
品
）

の
散
逸
を
防
止
し

務
」
及
び
「
不
活
動
宗
教
法
人
対
策
の
手
引
」
を
そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
た
助
金
を
計
上
し

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
助
成
を
行
っ

さ
ら

ま
た

r

宗
教
法
人
の
管
理
運
営
の
手
引
と
し
て
「
宗
教
法
人
の
財
防
災
設
備
の
保
守
点
検
、
小
修
理
等
文
化
財
の
維
持
管
珪
の
た
め
の

正
化
を
図
る
た

宗
教
法
人
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
吏
旋
し

う
た
め
の
楠
助
金
及
び
国
指
定
文
化
財
の
管
理
の
万
全
を
期
す
る
た
め

県
に
お
け
る
認
証
事
務
に
対
す
る
指
置
天

宗
教
法
人
の
管
理
運
営
の
適
護
の
実
効
を
確
保
す
る
た
め

計
画
的
に
保
存
修
理
や
防
災
事
業
を
行

（羞）

宗
務
行
政
関
係
で

宗
教
法
人
の
規
則
等
の
認
証
、
都
道
府

美
術
工
芸
品
、

建
造
物
、
重
要
伝
統
的
建
物
群
に
つ
い
て
、
文
化
財
保

さ
せ
た
。

昭
和
五
八
年
度
に
お
い
て

国
宝
e

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

題
の
調
査
研
究
を
行
う
た
め
、
著
作
権
審
議
会
第
七
小
委
員
会
を
発
足
れ
て
い
る
。

ま
た

i
ュ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
及
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
係
わ
る
著
作
権
問
伝
統
的
な
技
術
又
は
技
能
が
選
定
保
存
技
術
と
し
て
三
四
件
選
定
さ

す
す
め
て
い
る
。

い
る
。

こ
の
ほ
定
文
化
財
の
保
存
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

第
六
小
委
員
会
中
問
敦
告
に
基
づ
い
て
f
現
在
著
作
権
法
改
正
作
業
を

財
―
二

□吐
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
一
九
地
区
と
な
っ
て

護
の
問
題
に
つ
い
て
は
五
九
年
一
月
に
公
表
さ
れ
た
著
作
権
審
議
会

体
―
一
件
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
一
四
九
件
、
重
要
無
形
民
俗
文
化

ま
た
f

コ
ソ
ピ
ュ
、
ー
タ
さ
ソ
フ
ト
ウ
ニ
ア
の
著
作
権
制
度
に
よ
る
保
重
要
無
形
文
化
財
保
持
各
個
指
定
四
九
件
・
総
合
指
定
七
件
、
保
持
団

を
盛
り
込
ん
だ
著
作
権
法
改
正
作
業
を
す
す
め
て
い
る
。

勝
天
然
記
念
物
（
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
を
含
む
。
）

二
三
六
四
件
f

い
、
③
著
作
権
法
第
一
―

-0条
（
私
的
使
用
の
た
め
の
複
製
）

の
明
確
化
等

―
―
八
九
件
（
美
術
工
芸
品
九
ニ
ニ
四
件
、
建
造
物
一
九
六
五
件
）
、
史
跡
名

レ
コ
・
ー
ド
に
関
す
る
実
演
家
、
レ
コ
ー
ド
製
作
者
の
権
利
の

り
扱
定
上
選
定
し
て
い
る
文
化
財
は

重
要
文
化
財
（
国
宝
窟
含
む
。
）

二

刀

の
複
製
物
の
貸
与
の
取
り
扱
い

r

②
「
①
」
の
事
項
と
関
連
し
．
貸
し

い
る
が
、
当
面
の
緊
急
を
要
す
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
f
①
著
作
物

用
手
段
の
開
発
普
及
に
伴
い

著
作
権
制
度
上
多
く
の
課
題
が
生
じ
て

昭
和
五
九
年
三
月
一
日
現
在

r

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
ぎ

r

四

文

化

財

保

護

の

充

実

国
が
指
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ま
た
、

る゚

歴
史
民
俗
資
料
館
は
、

考
古
資
料
を
収
集
、

昭
和
五
八
年
度
に
は
二

埋
蔵
文
化
財

調
査
セ
ン
ヌ
ー
七
館
に
つ
い
て
補
助
し
立
。
こ
れ
に
よ
り
補
助
虚
の
交

付
を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
歴
史
民
俗
資
料
誼
は
一
二
六
六
舘
、
埋
蔵
文
化

財
詞
査
セ
ン
タ
ー
は
二
二
館
と
な
っ
て
い
る
。

5

_

`

‘

 

r

"

ヵ

地
域
社
会
の
民
俗
文
化
財
、
歴
史
資

活
用
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
る
が
f

に
つ
い
て
襦
助
し
た
ほ
か

r

二
六
三
館
と
な
っ
た
。

地
方
文
化
旋
設
に
つ
い
ず
五
『
従
釆
か
ら
公
立
の
文
化
麓
設
の
建
設

に
つ
い
て
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

音
楽
嘗
劇
場
、
美
術
展
示
場
等
の
機
能
を
応
つ
公
立
文
化
会
館

は
、
地
域
に
お
け
る
芸
術
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
が
、
昭
和
五
八
年
度
に
は
、
一
七
舘
に
つ
い
て
補
助
金
を

交
付
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
文

化
会
館
ぱ

②
地
方
文
化
痴
設
の
整
備

昭
和
五
九
年
度
に
は
建
築
設
計
競
技
を
実
旋
ず
る
予
定
で
あ

一一一
~
今
村
紫
紅
（
一
八
八

0
1

一
九
一
六
）
が
明
治
四
十
五
年
の
第
六
回
文

一
展
に
出
品
し
た
「
近
江
八
景
」
の
う
ち
の
八
唐
崎
夜
雨
＞
で
あ
る
。
曲
り

~
く
ね
っ
て
伸
ひ
る
松
の
大
樹
を
画
面
に
大
き
く
と
り
入
れ
て
い
る
Q
そ
の

一
背
後
は
少
し
ば
か
り
の
波
で
琵
琶
湖
を
示
し
、
あ
と
は
空
の
ひ
ろ
が
り
で

[
あ
る
。
夜
景
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
古
来
の
や
り
方
に

＂
な
ら
い
明
る
＜
描
か
れ
て
い
る
。

一

と

こ

ら

で

c

古
来
の
固
法
か
ら
お
よ
そ
離
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
大
胆

~
な
構
成
だ
ろ
う
。
大
半
を
の
た
う
つ
よ
う
な
老
樹
で
埋
め
た
画
面
は
i
"
-

一
見
無
秩
序
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
見
る
ほ
ど
に
描
か
れ
た
形
と
し
て
の
お

•
も
し
る
さ
が
わ
か
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
櫛
成
の
妙
で
あ
り
、
作
者
の
視
覚

＂
の
新
し
さ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
松
の
”
曲

11

を
受
け
と
め
る
よ

一
う
に
画
面
下
方
の
建
物
の
i
i
直
11

が
効
い
て
い
る
な
ど
と
書
く
の
竺
も

~
は
や
蛇
足
に
過
ぎ
ま
い
。

一
紫
紅
は
横
浜
の
生
ま
れ
。
松
本
楓
淘
に
師
事
し
て
歴
史
画
を
学
び
、
安

~
田
靱
彦
ら
と
紅
児
会
を
結
ん
で
日
本
画
の
革
新
に
若
い
血
を
た
ぎ
ら
せ

I

一
大
正
三
年
の
日
本
美
術
院
再
興
に
あ
た
っ
て
先
輩
格
の
襖
山
大
観
や
下
村

”
製
止
ら
と
力
を
合
わ
せ
た
。
こ
の
「
近
江
八
景
」
げ
『
紫
紅
の
関
心
が
よ

~
う
や
く
磨
史
面
か
ら
風
景
画
へ
移
っ
て
い
く
時
慇
を
代
表
す
る
作
品
で
、

一
奇
抜
と
と
ら
れ
か
ね
な
い
大
胆
な
梅
図
、
印
象
派
か
ら
の
啓
示
と
考
え
ら

~
れ
る
明
る
＜
鮮
や
か
な
色
彩
や
点
描
風
の
筆
の
運
び
な
ど
、
彼
の
革
新
的

一
な
造
形
思
考
と
ず
ば
ぬ
け
た
手
腕
を
い
か
ん
な
く
示
し
て
い
る
。

＂

（

東

京

国

立

惇

物

舘

資

料

部

長

原

田

実

）

唐
崎
夜
雨

近
江
八
景
・

解

説
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国
際
競
技
力
向
上
事
業
、
各
種
国
際
大
会

等

に

関

す

る

資

料

体

育

局

ス

翠

ー

ツ

課

ル

ボ

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

が

ん

ば

る

選

手

の

横

顔

鈴

木

光

雄

資

料

我
が
国
に
お
け
る
国
際
競
技
力
向
上
策

体
育
局
ス
ボ
ー
ツ
課

諸
外
国
に
お
け
る
競
技
力
向
上
策

解

ご；、
叫 4
如J

福

山

信

義

競
技
ス
ボ
｀
ー
ツ
と
地
域
ス
ボ
ー
ジ

永

島

惇

正

（
出
席
者
）

座
談
会

国
際
競
技
力
の
向
上
と
地
域
ス
ぷ
ー
ツ
の
振
興

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
e

'

ム
ー
プ
メ
ジ
ト
の
理
念

特
集

9
9
,
1
1
1
|
1
'
’

沙

号

目

次

ー

1

1

国
際
競
技
力
向
上
と
ス
ポ
ー
ー
ツ
振
興

岡
野
俊
一
郎

荻
村
伊
智
郎
。
黒
田
善
雄
ら
生
沼
ス
ミ
H

小
口
五
郎
よ
司
会
）
戸
村
敏
雄

▽
四
月
に
な
る
と
、
毎
年
約
一
八

0
万
人
の

子
ど
も
た
ち
が
小
学
校
へ
入
学
し
f
九
年
間

の
義
務
教
育
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
ス
タ
ー
ト

の
記
念
と
し
て
小
さ
な
か
ら
だ
に
大
き
な
ラ

ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
写
真
を
撮
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
、
満
開
の
桜
の
下
で
の
写
真
は
新

入
学
を
祝
う
の
に
非
常
に
絵
に
な
る
。
と
こ

ろ
が
、
今
年
は
異
常
気
象
の
影
響
で
桜
前
線

の
北
上
が
超
ス
ロ
ー
な
た
め
、
東
京
で
は
平

年
よ
り
も
一
三
日
も
遅
い
開
花
宣
言
と
な

り
、
毎
年
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
が
見
か
け

ら
れ
な
か
っ
た
の
は
チ
ョ
ッ
ト
さ
み
し
い
。

▽
最
冠
、
教
育
改
革
に
つ
い
て
マ
ス
コ
ミ
に

取
り
上
げ
ら
れ
な
い
日
は
な
い
。
戦
後
、
新

学
校
制
度
が
発
足
し
て
か
ら
今
日
ま
で
r

我

が
国
の
学
校
教
育
は
世
界
的
に
高
い
評
価
を

褥
る
ま
で
に
進
展
し
て
き
た
が
、
反
面
、
非

行
、
受
骸
競
争
、
儒
差
筐
教
育
等
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ

り
、
ま
た
、
今
日
ほ
ど
国
民
の
教
育
に
対
す

る
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ

る
。
迂
々
発
足
が
予
定
さ
れ
て
い
る
臨
時
敦

育
審
醗
会
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

▽
本
号
は
、
例
年
の
よ
う
に
文
部
行
政
全
般

に
わ
た
る
最
近
の
動
き
を
燭
載
し
た
。
昭
和

五
八
年
度
に
お
け
る
文
教
施
策
の
進
展
を
中

心
に
、
昭
和
五
九
年
度
に
お
け
る
文
教
施
策

の
畏
望
に
つ
い
て
も
触
れ
て
み
た
。
文
敦
行

政
の
動
き
を
知
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
C

（
企
画
室
）
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